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業務の適正を確保するための体制

業務の適正を確保するための体制

(1) 当社の取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
　当社は、コンプライアンス規程として「企業活動に関する基本指針」並びに「行動基準」を
定め、社長執行役員を法令遵守担当役員とし、その下でコンプライアンス委員会が法令・企業
倫理の遵守に関する職務を担当するほか、相談・通報体制として法務室のほかに外部弁護士を
相談・通報先とする内部通報制度であるホットラインを設置しています。
　コンプライアンスの推進については、役員以下がコンプライアンス規程に則り業務運営に当
たるよう、研修等を行っています。また、市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力
に対しては毅然とした態度で対応するとともに、社内体制を整備し関係遮断を行います。その
ほか、内部監査を所管する業務監査室が、法令及び会社諸規程に従い業務が遂行されるよう監
視し、社長執行役員より改善指導する体制を設置しています。

(2) 当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
情報セキュリティ基本方針を制定し、情報セキュリティ関連規程に基づき、文書・電子デー

タの保存、管理を実施しています。

(3) 当社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
リスクの管理については、基本規程としてリスク管理基本規程を定めるとともに関連規程の

整備とその運用を図り、リスクの低減に努めるとともに、経営企画部を事務局とするリスク管
理委員会がリスク管理に関する活動を実施し、リスク発生時の連絡や対応体制の整備を進めま
す。

(4) 当社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
当社は、経営の意思決定及び業務執行の監督機能と業務執行機能の分担を明確化する
ことにより、経営機能と業務執行機能の双方を強化するため、執行役員制度を導入していま

す。
当社は、定例の取締役会を毎月１回開催し、重要事項の決定並びに業務執行の監督等を行い

ます。取締役会のほか、経営活動の諸施策の適切な実行を討議するための経営会議を毎月原則
１～２回開催します。

また、取締役等の指名・報酬等に係る手続きの公正性・透明性・客観性を強化し、コーポレ
ート・ガバナンスの充実を図るため、取締役会の任意の諮問機関として指名・報酬委員会を設
置しています。

－ 1 －
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業務の適正を確保するための体制

(5) 当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
① 子会社の取締役等の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制

当社グループでは、関係会社管理に関する規程として、関係会社業務取扱規程を定め、相互
に密接な連携のもとにグループ運営を行います。関係会社業務取扱規程は、当社承認事項、当
社との協議事項、当社への報告事項を定め、当社各担当部門を経由して子会社の取締役等の職
務の執行に係る事項の承認・協議・報告を行うこととしています。また、当社は毎月１回業績
報告・戦略検討会議を開催し、当社各担当部門より子会社の毎月の事業概況を報告します。

② 子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
子会社は関係会社業務取扱規程に基づき、発生リスクを速やかに当社各担当部門に報告、共

有し、協力して解決にあたる体制としています。
子会社のリスクの管理については、当社リスク管理委員会がリスク管理に関する活動の指導

を行うとともに当社各担当部門と協力し、子会社の発生リスクの把握及び対応を行います。ま
た、リスク管理委員会は定期的にグループ全体でのリスク事項を洗い出し、対応体制の整備を
進めます。

③ 子会社の取締役等の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
当社は、４事業年度を期間とする中期経営計画を踏まえて、毎年１回グループ全体の予算会

議を開催し、重点経営目標及び予算を策定します。また、当社は、関係会社業務取扱規程に従
い業務が遂行されるよう、子会社に取締役会その他の重要な意思決定を行う体制を構築させま
す。

④ 子会社の取締役等及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための
体制
当社コンプライアンス委員会は、グループでのコンプライアンス活動を推進し、当社コンプ

ライアンス規程に準じた子会社規程の整備、内部通報制度の整備・強化や研修等の支援を行う
とともに、半期毎に子会社からその活動状況を聴取し取締役会に報告します。また、業務監査
室は、子会社の業務執行が法令、子会社定款及び諸規程に従い遂行されるよう内部監査を通じ
て監視するとともに改善指導を行います。

⑤ その他の当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
当社は、「財務報告に係る内部統制基本方針」を定め、財務報告に係る内部統制の体制が適

正に機能することを継続的に評価し、必要な是正を行い、当社グループの財務報告の信頼性を
確保します。

－ 2 －
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業務の適正を確保するための体制

(6) 当社の監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に
関する事項
当社は、監査役の職務を補助する組織として監査役室を設置しています。

(7) 前号の使用人の取締役からの独立性に関する事項及び当該使用人に対する監査役の指示の実
効性の確保に関する事項
監査役室の所属員の人事に関しては、事前に監査役会の同意を得るものとします。
監査役が監査役室の所属員に指示をした業務については、所属員は取締役の指揮系統に属さ

ないものとします。
監査役は、監査役室の所属員及び所属する兼任部門の業務内容について毎月又は適宜に聴

取・提言し、必要に応じ監査を行ううえでの重要な事項について、指示管理を行います。

(8) 当社の監査役への報告に関する体制
① 当社の取締役及び使用人が監査役に報告するための体制

取締役及び使用人は、法令・定款違反や不正行為、会社に著しい損害を及ぼすおそれのある
事実があることを知った場合は、監査役に報告することとします。

監査役は、重要な意思決定の過程及び業務の執行状況を把握するため、取締役会、経営会議
その他重要な会議に出席するとともに、主要な稟議書その他業務執行に関する重要な文書を閲
覧し、取締役又は使用人にその説明を求めることができます。

② 子会社の取締役、監査役、業務を執行する社員及び使用人又はこれらの者から報告を受けた
者が当社の監査役に報告するための体制
監査役は主要な子会社の監査役を兼務しており、法令・定款違反や不正行為、会社に著しい

損害を及ぼすおそれのある事実は、子会社の取締役及び使用人から報告を受けます。また、重
要な意思決定の過程及び業務の執行状況を把握するため、取締役会やその他の重要な会議に出
席し必要に応じ取締役等に説明を求めることができます。また、その他の子会社を含め、関係
会社業務取扱規程に定める承認・協議・報告事項に関する文書・資料等を閲覧し、当社各担当
部門あるいは必要に応じ子会社に直接説明を求めることができます。

③ その他の当社の監査役への報告に関する体制
法務室は、コンプライアンス委員会において、監査役に対しても当社及び子会社の内部通報

制度の利用状況を報告します。
業務監査室は、当社及び子会社の内部監査の状況を監査役に対しても報告します。

－ 3 －
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業務の適正を確保するための体制

(9) 前号の報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保
するための体制
当社は、当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けた場合には、相談・通報でき

るホットラインを設置しており、相談・通報をしたことについて不利な取扱いはしないことを
定めています。

当社は、子会社に対し、当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないように周
知徹底します。

(10) 当社の監査役の職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項
当社は、監査役が職務の執行について生ずる合理的な費用の支払いを求めたときは、速やか

にその処理を行います。

(11) その他当社の監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
代表取締役と監査役は、定期的に情報を交換するための会合を行います。また、監査役が、

業務監査室及び会計監査人との定期的な意見交換等を通じて、連携して監査の実効性を高める
ことができる体制を整備します。

－ 4 －
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業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要

業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
(1) コンプライアンス体制

当社グループのコンプライアンスに関しては、当社社長執行役員がコンプライアンスの重要
性に関するメッセージを国内外グループ会社に対して継続的に発信し、また、管理部門担当執
行役員はコンプライアンス対話会を実施し、コンプライアンス意識の向上に努めました。

安全・品質・環境管理部は、国内外グループ各拠点において実施している品質コンプライア
ンス対話会について、その活動報告を取り纏め、各所管部門長へ報告しております。

また、法務室は、国内外グループ各拠点を対象として、コンプライアンスに関する勉強会や
e-ラーニングなどを行いました。

コンプライアンス委員会は、半期毎にグループ各社のコンプライアンスの状況を聴取し、そ
の内容を当社取締役会に報告しました。

(2) 当社グループの業務の適正を確保する体制
当社は取締役会を20回開催し、法令及び定款に定められた事項並びに経営上の重要事項を審

議・決定するとともに、経営執行の監督を行いました。
指名・報酬委員会は本年度10回開催し、取締役会の諮問に応じて審議・答申を行いました。
子会社の業務執行の管理に関しては、毎月の業績報告・戦略検討会議や当社社長執行役員に

よるマネジメントレビューを通して事業概況の報告を受けるほか、関係会社管理に関する規程
である関係会社業務取扱規程の内容の周知・徹底を継続して実施しました。

(3) リスク管理体制
当社グループのリスク管理に関しては、当社リスク管理委員会が当社グループを取り巻く環

境変化やそれに伴う新たなリスクの発生等を所管部署から集約する体制を構築し、事業継続計
画の推進や訓練の実施、各種危機対応マニュアルの内容周知、危機管理メールの配信や保険に
よるリスクマネジメントの推進などのリスク対応を行っており、半期毎にその活動内容を当社
取締役会に報告しています。

リスク管理委員会は、当社グループに対して実施したリスク見直しのためのアンケート調査
結果に基づき、当社を取り巻く環境変化やそれに伴う新たなリスクの発生等の把握に努め、対
処すべきリスクとして有効な対応方法を検討し取組みを進めました。

情報セキュリティについては、情報漏洩やサイバー攻撃の危険性が高まっていることから、
DX推進室が既存の規程・ガイドラインを見直し、また、社内教育としてサイバーインシデント
対応訓練を実施しました。情報セキュリティ委員会は、その活動状況、行動計画、重点課題に
ついての取組み状況を取締役会に報告しました。

(4) 監査役の監査が実効的に行われる体制
取締役会その他の重要な会議には監査役の出席を得ているとともに、稟議書を始めとし、業

務執行に関する重要書類は監査役の閲覧に供しています。また、監査役への報告体制を整備し
ており、監査役と代表取締役、会計監査人、業務監査室等との情報交換の機会をそれぞれ定期
的に設けています。

－ 5 －
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連結株主資本等変動計算書

( 2025年４月１日から
2026年３月31日まで )

株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株 主 資 本 合 計

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

当 期 首 残 高 7,797 3,113 14,672 △195 25,388

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △754 △754

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益

2,607 2,607

土地再評価差額金の取崩 1 1

自 己 株 式 の 取 得 △0 △0

自 己 株 式 の 処 分 △0 21 20

株主資本以外の項目の当期
変 動 額 ( 純 額 )

当 期 変 動 額 合 計 － △0 1,853 20 1,874

当 期 末 残 高 7,797 3,113 16,526 △174 27,262

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
非 支 配
株 主 持 分

純 資 産
合 計

そ の 他
有 価 証 券
評価差額金

繰 延
ヘ ッ ジ
損 益

土 地
再 評 価
差 額 金

為 替 換 算
調 整 勘 定

退職給付に
係 る
調整累計額

そ の 他 の
包 括 利 益
累計額合計

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

当 期 首 残 高 27 1 5,271 4,674 358 10,333 2,184 37,906

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △754

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益

2,607

土地再評価差額金の取崩 1

自 己 株 式 の 取 得 △0

自 己 株 式 の 処 分 20

株主資本以外の項目の当期
変 動 額 ( 純 額 )

17 △3 △1 708 141 862 304 1,167

当 期 変 動 額 合 計 17 △3 △1 708 141 862 304 3,042

当 期 末 残 高 45 △2 5,269 5,382 500 11,196 2,489 40,948

連結株主資本等変動計算書

（百万円未満は切捨表示）
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連結注記表

連結注記表

１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

(1) 連結の範囲に関する事項

①　連結子会社の状況

連結子会社の数 17社

主要な連結子会社の名称 ビニフレーム工業㈱

ダイヤモンドエンジニアリング㈱

恩希愛（杭州）薄膜有限公司

NIPPON CARBIDE INDUSTRIES（USA）,INC.

NIPPON CARBIDE INDUSTRIES（SOUTH CAROLINA）,INC.

NIPPON CARBIDE INDIA PVT.LTD.

PT NIPPON CARBIDE INDUSTRIES INDONESIA

ELECTRO CERAMICS（THAILAND）CO.,LTD.

NIPPON CARBIDE INDUSTRIES（THAILAND）CO.,LTD.

NCI（VIETNAM）CO.,LTD.

NIPPON CARBIDE INDUSTRIA DO BRASIL LTDA.

②　非連結子会社の状況

主要な非連結子会社の名称 USK-Human㈱

連結の範囲から除いた理由 非連結子会社の合計の総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及び

利益剰余金（持分に見合う額）等は、いずれも連結計算書類に重要な影響を

及ぼしていないためであります。

(2) 持分法の適用に関する事項

①　持分法を適用した非連結子会社及び関連会社の状況

持分法適用の非連結子会社及び関連会社数

１社

会社の名称 USK-Human㈱

②　持分法を適用していない非連結子会社及び関連会社の状況

主要な会社等の名称 早月生コン㈱

持分法を適用しない理由 持分法非適用会社は、それぞれ当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余

金（持分に見合う額）等に及ぼす影響が軽微であり、かつ全体としても重要

性がないため、持分法の適用範囲から除外しております。

－ 7 －
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連結注記表

(3) 連結子会社の事業年度等に関する事項

連結決算日と決算日の異なる連結子会社の決算日は以下のとおりでありますが、連結計算書類作成にあたって

は、決算日の差異が３ヶ月以内であるため各連結子会社の事業年度の計算書類に基づき連結し、連結決算日との

間に生じた重要な取引については連結上必要な調整を行っております。

（決算日が12月31日である会社）

恩希愛（杭州）薄膜有限公司

NIPPON CARBIDE INDUSTRIES（USA）,INC.

NIPPON CARBIDE INDUSTRIES（SOUTH CAROLINA）,INC.

PT NIPPON CARBIDE INDUSTRIES INDONESIA

ELECTRO CERAMICS（THAILAND）CO.,LTD.

NIPPON CARBIDE INDUSTRIES（THAILAND）CO.,LTD.

NCI（VIETNAM）CO.,LTD.

NIPPON CARBIDE INDUSTRIA DO BRASIL LTDA.　　　　　　　　　　　　　ほか４社

（決算日が１月31日である会社）

ビニフレーム工業㈱

ダイヤモンドエンジニアリング㈱　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか２社

(4) 会計方針に関する事項

①　重要な資産の評価基準及び評価方法

イ．その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法

により算定しております。）

市場価格のない株式等 移動平均法による原価法

ロ．デリバティブ　　　　　　　時価法

ハ．棚卸資産　　　　　　　　　主として月次移動平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方

　　　　　　　　　　　　　　　法）

②　重要な減価償却資産の減価償却の方法

イ．有形固定資産（リース資産を除く）

主として機械装置は定額法、その他の有形固定資産は定率法によっておりま

す。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並

びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については定額

法によっております。
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ロ．無形固定資産（リース資産を除く）

定額法によっております。なお、ソフトウエア（自社利用分）については、

社内における利用可能期間に基づく定額法によっております。また、土地使

用権については、土地使用契約期間に基づき毎期均等償却しております。

ハ．リース資産 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、主と

してリース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっておりま

す。

③　重要な引当金の計上基準

イ．貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率によ

り、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収

不能見込額を計上しております。

ロ．賞与引当金 従業員の賞与の支給に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。

ハ．役員賞与引当金 役員の賞与の支給に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。

ニ．役員退職慰労引当金 一部の連結子会社は役員の退職慰労金の支給に備えるため、各社における内

部規程に則って期末要支給額を計上しております。

④　退職給付に係る会計処理の方法

退職給付に係る負債は、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務及び年金

資産の見込額に基づき、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を計上しております。なお、退職給付見

込額の期間帰属方法は、主として給付算定式基準によっております。過去勤務費用は、その発生時の従業員の

平均残存勤務期間以内の一定の年数（主として12年）による定額法により発生年度から費用処理しておりま

す。数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（主として12年）による

定額法により発生年度の翌連結会計年度から費用処理しております。

未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用については、税効果を調整のうえ、純資産の部における退

職給付に係る調整累計額に計上しております。

なお、一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合

要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

⑤　収益及び費用の計上基準

イ．商品及び製品の販売

電子・機能製品事業、フィルム・シート製品事業及び建材関連事業においては、ファインケミカル製品、

粘・接着剤、セラミック基板、フィルム、ステッカー、再帰反射シート、住設用押出成形品・住宅用アルミ

建材等の製造販売を行っております。これらの製品・商品の販売については、その引渡時点で顧客がその支

配を獲得し履行義務が充足されると判断されますが、出荷時点から引渡時点までの期間が通常の期間である

ため、重要性等に関する代替的な取扱いにより、出荷時点において収益を認識しております。また、輸出取

引については、貿易条件に基づき、リスク負担が顧客に移転した時点において収益を認識しております。

これらの履行義務に対する対価は、履行義務充足後、別途定める支払条件により概ね１年以内に受領して

おり、重要な金融要素は含んでおりません。

－ 9 －



2026/05/25 17:39:39 / 25300550_日本カーバイド工業株式会社_招集通知

連結注記表

ロ．工事契約

建材関連工事、エンジニアリング事業においては産業プラントの設計・施工を行っております。これらの

工事契約については、一定の期間にわたり履行義務が充足されると判断し、その進捗度に基づき収益を認識

しております。なお、これらの工事契約に関して、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積ることはで

きないが、発生する費用を回収することが見込まれる場合には、原価回収基準にて収益を認識しており、そ

の取引開始時点から完全に履行義務を充足すると見込まれる時点までの期間がごく短い契約については、一

定の期間にわたり収益を認識せず、完全に履行義務を充足した時点で収益を認識しております。

これらの履行義務に対する対価は、履行義務充足後、別途定める支払条件により概ね１年以内に受領して

おり、重要な金融要素は含んでおりません。

⑥　重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しておりま

す。なお、在外子会社の資産及び負債は、決算日の直物為替相場により円貨に換算、収益及び費用についても

決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定及び非支配株主

持分に含めております。

⑦　重要なヘッジ会計の方法

イ．ヘッジ会計の方法 繰延ヘッジ処理を採用しております。

ロ．ヘッジ手段とヘッジ対象 ヘッジ手段…為替予約

ヘッジ対象…外貨建予定取引

ハ．ヘッジ方針 外貨建予定取引の為替変動リスクを回避することを目的としてヘッジを行っ

ております。

ニ．ヘッジの有効性評価の方法 ヘッジ取引担当部署が、半年ごとにヘッジ対象の相場変動とヘッジ手段の相

場変動との比較に基づき評価を行っております。

２．表示方法の変更に関する注記

（連結損益計算書）

　前連結会計年度まで区分掲記して表示しておりました「売電収入」は金額的重要性が乏しくなったため、当連

結会計年度より、営業外収益の「その他」に含めて表示しております。なお、当連結会計年度の「売電収入」の

金額は、55百万円であります。

　前連結会計年度まで区分掲記して表示しておりました「補助金収入」は、金額的重要性が乏しくなったため、

当連結会計年度より、営業外収益の「その他」に含めて表示しております。なお、当連結会計年度の「補助金収

入」の金額は、66百万円であります。
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報告セグメント

合計電子・機能

製品

フィルム・

シート製品
建材関連

エンジニア

リング
計

機能化学品 4,763 － － － 4,763 4,763

機能樹脂 5,648 － － － 5,648 5,648

電子素材 6,425 － － － 6,425 6,425

フィルム － 1,524 － － 1,524 1,524

ステッカー － 8,013 － － 8,013 8,013

再帰反射シート － 12,857 － － 12,857 12,857

建材関連 － － 7,109 － 7,109 7,109

エンジニアリング － － － 4,041 4,041 4,041

顧客との契約から

生じる収益 16,837 22,395 7,109 4,041 50,384 50,384

セグメント間の内部

売上高又は振替高 △64 － △4 △405 △474 △474

外部顧客への売上高 16,772 22,395 7,105 3,636 49,909 49,909

３．収益認識に関する注記

(1) 顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：百万円）

(2) 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

　「１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等 (4) 会計方針に関する事項

 ⑤　収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。
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当連結会計年度

期首残高 期末残高

顧客との契約から生じた債権 11,461 10,684

契約資産 2,467 2,155

契約負債 82 159

当連結会計年度

１年以内 3,734

１年超 1,082

合計 4,816

(3) 当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報

①　契約資産及び契約負債の残高等

顧客との契約から生じた債権、契約資産及び契約負債の残高は、以下のとおりであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

契約資産は、主として工事契約に関して、当連結会計年度末までの履行義務の充足に係る進捗度に基づき認識

したものであり、履行義務の充足部分と交換に受け取る対価に対する権利のうち、顧客との契約から生じた債権

を除いたものであります。契約資産は、対価に対する権利が無条件になった時点で顧客との契約から生じた債権

に振り替えられます。

契約負債は、財又はサービスを顧客に移転する前に、顧客から対価を受け取っているものであり、収益の認識

に伴い取り崩されます。

顧客との契約から生じた債権及び契約資産は、連結貸借対照表上、流動資産の「受取手形、売掛金及び契約資

産」に含まれております。また、契約負債は、連結貸借対照表上、流動負債の「その他」に含まれております。

当連結会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、82百万円でありま

す。また、当連結会計年度において、契約資産が311百万円減少した主な理由は、期末日における一定期間にわ

たり収益を認識する工事案件の減少によるものであります。なお、当連結会計年度における契約負債の残高の重

要な変動はありません。

過去の期間に充足した履行義務から、当連結会計年度に認識した収益の額に重要性はありません。

②　残存履行義務に配分した取引価格

　残存履行義務に配分した取引価格の総額及び収益の認識が見込まれる期間は、以下のとおりであります。当該

金額は、主に工事契約に係るものであり、工事の進捗に応じて収益認識する予定であります。

　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　（単位：百万円）
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４．会計上の見積りに関する注記

(1) 固定資産の評価

①　連結貸借対照表に計上した金額

　有形固定資産及び無形固定資産　22,405百万円

　上記の金額のうち、電子・機能製品事業及びフィルム・シート製品事業に関連する共用資産（土地を含む）

の金額は9,462百万円であります。

②　会計上の見積りの内容について連結計算書類利用者の理解に資するその他の情報

　当連結会計年度において、当社の営業損失の計上による減損の兆候が認められたことから、関連する事業用

資産に共用資産を加えた、より大きな単位で減損損失を認識するかどうかの判定を行っております。

　減損損失の認識の判定にあたって使用した主要な仮定及び見積りは、主として業界の需要動向や資源価格の

上昇などの影響を踏まえた、顧客への販売予測や製造原価の想定及び資産グループの構成資産の正味売却価額

であります。正味売却価額は不動産鑑定を基礎として評価しております。

　判定の結果、減損損失を計上した一部の資産グループを除き、共用資産を含むより大きな単位での減損損失

の認識は不要と判断し、当連結会計年度において減損損失は計上しておりませんが、今後上記の仮定及び見積

りが見直された場合には、翌連結会計年度において減損損失を計上する可能性があります。

(2) エンジニアリング事業における一定の期間にわたる収益認識

①　連結損益計算書に計上した金額

　売上高　　　3,282百万円

　売上原価　　2,603百万円

②　会計上の見積りの内容について連結計算書類利用者の理解に資するその他の情報

　工事契約については、予想される工事原価の合計に占める当連結会計年度末までに発生した工事原価の割合

をもって履行義務の充足に係る進捗度を測定し、その進捗度に基づき一定の期間にわたり収益を認識しており

ます。今後の工事の進捗に伴い、追加の工事や工事の遅延などによる予期しない原価の発生などによって履行

義務の充足に係る進捗度が変動し、翌連結会計年度において、売上高及び売上原価の計上に影響を及ぼす可能

性があります。

　なお、上記の売上高には、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積ることができないため原価回収基準

により認識した収益金額は含んでおりません。
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建物及び構築物 867百万円

機械装置及び運搬具 242百万円

土地 8,530百万円

計 9,640百万円

短期借入金 63百万円

長期借入金（１年内返済予定を含む） 2,020百万円

(2) 有形固定資産の減価償却累計額 59,493百万円

コミットメントライン契約の総額 1,500百万円

借入実行残高 －百万円

借入未実行残高 1,500百万円

５．連結貸借対照表に関する注記

(1) 担保に供している資産及び担保に係る債務

①　担保に供している資産

②　担保に係る債務

(3) 事業用土地の再評価

当社は、「土地の再評価に関する法律」（1998年３月31日公布法律第34号）及び「土地の再評価に関する法律

の一部を改正する法律」（2001年３月31日改正法律第19号）に基づき、事業用土地の再評価を行い、当該再評価

差額に係る税金相当額を、「再評価に係る繰延税金負債」として固定負債に、これを控除した残額を「土地再評

価差額金」として純資産の部に計上しております。

再評価の方法

「土地の再評価に関する法律施行令」（1998年３月31日公布政令第119号）第２条第４号に定める地価税法第

16条に規定する地価税の課税価格の計算の基礎となる土地の価額を算定するために国税庁長官が定めて公表した

方法により算定した価額に合理的な調整を行って算出しております。

再評価を行った年月日　2002年３月31日

再評価を行った土地の当連結会計年度末における時価と再評価後の帳簿価額との差額につきましては、不動産

鑑定を基礎とした評価額等により算定した結果、時価が帳簿価額を上回るため記載しておりません。

(4) コミットメントライン契約
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用途 場所 種類
減損損失
（百万円）

電子・機能製品 富山県滑川市 他

建物及び構築物 281

機械装置及び運搬具 251

工具器具備品 7

建設仮勘定 9

フィルム・シート 富山県滑川市 機械装置及び運搬具 16

遊休 富山県魚津市 他 土地 1

計 567

株 式 の 種 類 当連結会計年度期首の株式数 当連結会計年度増加株式数 当連結会計年度減少株式数 当連結会計年度末の株式数

普 通 株 式 9,419,659株 －株 －株 9,419,659株

配当金の総額 372,564,920円

１株当たりの配当額 40円

基準日 2025年３月31日

効力発生日 2025年６月30日

配当金の総額 382,345,541円

１株当たりの配当額 41円

基準日 2025年９月30日

効力発生日 2025年12月８日

６．連結損益計算書に関する注記

減損損失

当社グループは、原則として事業用資産については事業ごとに資産のグループ化を行っており、電子・機能製

品事業及びフィルム・シート製品事業の収益性の低下や時価の下落した以下の資産グループについて減損損失を

認識するかどうかの判定を行った結果、帳簿価額を回収可能価額まで減額しております。回収可能価額は、主と

して使用価値により測定しており、将来キャッシュ・フローの不確実性等に鑑み、回収可能価額を零として算定

しております。

７．連結株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 発行済株式の総数に関する事項

(2) 配当に関する事項

①　配当金支払額

　2025年６月27日開催の定時株主総会において、次のとおり決議しております。

　2025年11月10日開催の取締役会において、次のとおり決議しております。
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配当金の総額 475,597,083円

１株当たりの配当額 51円

配当の原資 利益剰余金

基準日 2026年３月31日

効力発生日 2026年６月29日

　　②　基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

　2026年６月26日開催の定時株主総会の議案として、普通株式の配当に関する事項を次のとおり付議いたしま

す。
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連結貸借対
照表計上額

時価 差額

投資有価証券

その他有価証券 206 206 －

資産計 206 206 －

短期借入金 3,575 3,615 40

長期借入金 3,279 3,198 △81

負債計 6,854 6,813 △40

デリバティブ取引
ヘッジ会計が適用されているもの（※）

△1 △1 －

８．金融商品に関する注記

(1) 金融商品の状況に関する事項

　当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、主として銀行等金融機関からの借入により資

金を調達しております。

　受取手形及び売掛金に係る顧客の信用リスクは、与信管理の規程に沿ってリスク低減を図っております。ま

た、一部の外貨建仕入債務等については、為替の変動リスクに対して先物為替予約を実施しております。

　投資有価証券は主として株式であり、上場株式については四半期ごとに時価の把握を行っております。

　借入金の使途は運転資金（主として短期）及び設備投資資金（長期）であり、長期借入金については主として

固定金利により調達しております。

　なお、デリバティブ取引については、グループ各社において内部規程に則って行われております。

(2) 金融商品の時価等に関する事項

　連結決算日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、以下のとおりであります。な

お、市場価格のない株式等（連結貸借対照表計上額253百万円）は「その他有価証券」には含めておりません。

また、次の科目については、現金であること、短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似することから、注

記を省略しております。

現金及び預金

受取手形、売掛金及び契約資産

支払手形及び買掛金

未払法人税等

（単位：百万円）

　　　　（※）デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しております。
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ヘッジ会計
の方法

デリバティブ
取引の種類等

主なヘッジ
対象

契約額等
時価

うち１年超

原則的
処理方法

為替予約取引
買建
人民元

外貨建予定
取引

368 186 △1

合計 368 186 △1

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券

その他有価証券 206 － － 206

資産計 206 － － 206

デリバティブ取引

ヘッジ会計が適用されているもの － △1 － △1

（注）デリバティブ取引に関する事項

デリバティブ取引

　ヘッジ会計が適用されているもの　：ヘッジ会計の方法ごとの連結決算日における契約額又は契約において

定められた元本相当額は、次のとおりであります。

（単位：百万円）

(3) 金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における相場価格により算定した時価

レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算出した時

　　　　　　　　価

レベル３の時価：重要な観察ができないインプットを使用して算出した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれ

ぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

①　時価で連結貸借対照表に計上している金融商品

（単位：百万円）
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区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

短期借入金 － 3,615 － 3,615

長期借入金 － 3,198 － 3,198

負債計 － 6,813 － 6,813

(1) １株当たり純資産額 4,124円08銭

(2) １株当たり当期純利益 279円72銭

②　時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

（単位：百万円）

（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明

投資有価証券

上場株式は、取引所の価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、

その時価をレベル１の時価に分類しております。

デリバティブ取引

為替予約の時価は、取引先金融機関から提示された価格等に基づき算定しており、レベル２の時価に分

類しております。

短期借入金

１年内返済予定の長期借入金の時価は、元利金を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り

引いて算定しており、レベル２の時価に分類しております。

長期借入金

長期借入金の時価は、元利金を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引いて算定する方

法によっており、レベル２の時価に分類しております。

９．１株当たり情報に関する注記

10．重要な後発事象に関する注記

　該当事項はありません。
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株主資本等変動計算書

( 2025年４月１日から
2026年３月31日まで )

株 主 資 本

資 本 金

資本剰余金 利益剰余金

自 己 株 式
株 主 資 本
合 　 　 計資 本

準 備 金
そ の 他
資本剰余金

資本剰余金
合 計

その他
利益剰余金
繰 越 利 益
剰 余 金

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

当 期 首 残 高 7,797 3,168 1 3,169 8,059 △195 18,831

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △754 △754

当 期 純 利 益 1,469 1,469

土地再評価差額金の取崩 1 1

自 己 株 式 の 取 得 △0 △0

自 己 株 式 の 処 分 △0 △0 21 20

株主資本以外の項目の当期
変 動 額 （ 純 額 ）

当 期 変 動 額 合 計 － － △0 △0 715 20 736

当 期 末 残 高 7,797 3,168 0 3,168 8,774 △174 19,567

評 価 ・ 換 算 差 額 等
純 資 産 合 計そ の 他 有 価 証 券

評 価 差 額 金
土地再評価差額金

評 価 ・ 換 算
差 額 等 合 計

百万円 百万円 百万円 百万円

当 期 首 残 高 26 5,271 5,297 24,129

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △754

当 期 純 利 益 1,469

土地再評価差額金の取崩 1

自 己 株 式 の 取 得 △0

自 己 株 式 の 処 分 20

株主資本以外の項目の当期
変 動 額 （ 純 額 ）

15 △1 13 13

当 期 変 動 額 合 計 15 △1 13 749

当 期 末 残 高 41 5,269 5,311 24,878

株主資本等変動計算書

（百万円未満は切捨表示）
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個別注記表

①　子会社及び関連会社株式・出資金 移動平均法による原価法

(2) 棚卸資産の評価基準及び評価方法 月次移動平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）

個別注記表

１．重要な会計方針に係る事項

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

②　その他有価証券

・市場価格のない株式等以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法

により算定しております。）

・市場価格のない株式等 移動平均法による原価法

(3) 固定資産の減価償却の方法

①　有形固定資産（リース資産を除く）

機械装置は定額法、その他の有形固定資産は定率法によっております。ただ

し、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016

年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については定額法によっ

ております。

②　無形固定資産（リース資産を除く）

定額法によっております。なお、ソフトウエア（自社利用分）については、

社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によっております。

③　リース資産 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、リー

ス期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

(4) 引当金の計上基準

①　貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率によ

り、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収

不能見込額を計上しております。

②　賞与引当金 従業員の賞与の支給に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。

③　役員賞与引当金 役員の賞与の支給に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。

④　退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年

金資産の見込額に基づき、当事業年度末において発生していると認められる

額を計上しております。なお、退職給付見込額の期間帰属方法は給付算定式

基準によっております。過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤

務期間以内の一定の年数（12年）による定額法により発生年度から費用処理

しております。数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期

間以内の一定の年数（12年）による定額法により発生年度の翌年度から費用

処理しております。
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(5) 収益及び費用の計上基準

　当社は、ファインケミカル製品、粘・接着剤、セラミック基板、フィルム、ステッカー、再帰反射シート等

の販売を行っております。これらの製品・商品の販売については、その引渡時点で顧客がその支配を獲得し履

行義務が充足されると判断されますが、出荷時点から引渡時点までの期間が通常の期間であるため、重要性等

に関する代替的な取扱いにより、出荷時点において収益を認識しております。また、輸出取引については、貿

易条件に基づき、リスク負担が顧客に移転した時点において収益を認識しております。

　これらの履行義務に対する対価は、履行義務充足後、別途定める支払条件により概ね１年以内に受領してお

り、重要な金融要素は含んでおりません。

(6) 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準

　外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しておりま

す。

(7) その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

退職給付に係る会計処理

　退職給付に係る未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の会計処理は、連結計算書類におけるこれ

らの処理の方法とは異なっております。

２．収益認識に関する注記

　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「１．重要な会計方針に係る事項　(5)　収

益及び費用の計上基準」に記載しておりますので注記を省略しております。

３．会計上の見積りに関する注記

固定資産の評価

(1) 貸借対照表に計上した金額

　有形固定資産及び無形固定資産　16,297百万円

　上記の金額のうち、共用資産（土地を含む）の金額は10,443百万円であります。

(2) 会計上の見積りの内容について計算書類利用者の理解に資するその他の情報

当事業年度において、営業損失の計上による減損の兆候が認められたことから、関連する事業用資産に共用

資産を加えた、より大きな単位で減損損失を認識するかどうかの判定を行っております。

減損損失の認識の判定にあたって使用した主要な仮定及び見積りは、主として業界の需要動向や資源価格の

上昇などの影響を踏まえた、顧客への販売予測や製造原価の想定及び資産グループの構成資産の正味売却価額

であります。正味売却価額は不動産鑑定を基礎として評価しております。

判定の結果、減損損失を計上した一部の資産グループを除き、共用資産を含むより大きな単位での減損損失

の認識は不要と判断し、当事業年度において減損損失は計上しておりませんが、今後上記の仮定及び見積りが

見直された場合には、翌事業年度において減損損失を計上する可能性があります。

－ 22 －



2026/05/25 17:39:39 / 25300550_日本カーバイド工業株式会社_招集通知

個別注記表

建物 569百万円

構築物 10百万円

機械装置 284百万円

土地 8,018百万円

計 8,883百万円

(2) 有形固定資産の減価償却累計額 23,687百万円

コミットメントライン契約の総額 1,500百万円

借入実行残高 －百万円

借入未実行残高 1,500百万円

関係会社の銀行借入等に対する保証 54百万円

保証債務　計 54百万円

短期金銭債権 2,318百万円

短期金銭債務 1,457百万円

４．貸借対照表に関する注記

(1) 担保に供している資産及び担保に係る債務

上記の資産は、長期借入金（１年内返済予定を含む）2,020百万円の担保に供されております。

(3) 事業用土地の再評価

当社は、「土地の再評価に関する法律」（1998年３月31日公布法律第34号）及び「土地の再評価に関する法律

の一部を改正する法律」（2001年３月31日改正法律第19号）に基づき、事業用土地の再評価を行い、当該再評価

差額に係る税金相当額を、「再評価に係る繰延税金負債」として固定負債に、これを控除した残額を「土地再評

価差額金」として純資産の部に計上しております。

再評価の方法

「土地の再評価に関する法律施行令」（1998年３月31日公布政令第119号）第２条第４号に定める地価税法第

16条に規定する地価税の課税価格の計算の基礎となる土地の価額を算定するために国税庁長官が定めて公表した

方法により算定した価額に合理的な調整を行って算出しております。

再評価を行った年月日　2002年３月31日

再評価を行った土地の当事業年度末における時価と再評価後の帳簿価額との差額につきましては、不動産鑑定

を基礎とした評価額等により算定した結果、時価が帳簿価額を上回るため記載しておりません。

(4) コミットメントライン契約

(5) 保証債務

(6) 関係会社に対する金銭債権・債務
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個別注記表

売上高 2,755百万円

仕入高 7,396百万円

営業取引以外の取引高 2,396百万円

用途 場所 種類
減損損失
（百万円）

電子・機能製品 富山県滑川市 他

建物及び構築物 308

機械装置及び車両運搬具 274

工具器具備品 7

建設仮勘定 9

フィルム・シート 富山県滑川市 機械装置及び車両運搬具 16

遊休 富山県魚津市 土地 1

計 617

株 式 の 種 類 当事業年度期首の株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末の株式数

普 通 株 式 105,536株 112株 11,422株 94,226株

５．損益計算書に関する注記

(1)関係会社との取引高

(2)減損損失

　当社は、原則として事業用資産については事業ごとに資産のグループ化を行っており、電子・機能製品事業及

びフィルム・シート製品事業の収益性の低下や時価の下落した以下の資産グループについて減損損失を認識する

かどうかの判定を行った結果、帳簿価額を回収可能価額まで減額しております。回収可能価額は、主として使用

価値により測定しており、将来キャッシュ・フローの不確実性等に鑑み、回収可能価額を零として算定しており

ます。

６．株主資本等変動計算書に関する注記

自己株式の数に関する事項

（注）１．自己株式の増加112株は、単元未満株式の買取りによる増加112株であります。

２．自己株式の減少11,422株は、譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分による減少11,422株でありま

す。
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個別注記表

（繰延税金資産）

税務上の繰越欠損金 321百万円

減損損失 1,312百万円

退職給付引当金 652百万円

子会社株式・出資金評価損 262百万円

ソフトウエア 7百万円

賞与引当金 141百万円

その他 279百万円

繰延税金資産小計 2,977百万円

税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額 △321百万円

将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △2,655百万円

評価性引当額小計 △2,977百万円

繰延税金資産合計 －百万円

（繰延税金負債）

その他有価証券評価差額金 △19百万円

繰延税金負債合計 △19百万円

繰延税金負債の純額 △19百万円

７．税効果会計に関する注記

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
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個別注記表

種 類 会 社 等 の 名 称

議 決 権 等

の 所 有

( 被 所 有 )

割 合 ( ％ )

関連当事者との関係 取 引 の 内 容
取引金額

(百万円)
科 目

期末残高

(百万円)

子会社
恩希愛（杭州）薄膜

有限公司

所有

直接

100.0

同社製品の購入

役員の兼任

商品の仕入

（注１）
2,038 買 掛 金 486

子会社
NIPPON CARBIDE 

INDIA PVT.LTD.

所有

直接

100.0

資金の貸付

役員の兼任

資金の貸付

（注２）
－

関 係 会 社

短期貸付金

（ 注 ３ ）

78

関 係 会 社

長期貸付金

（ 注 ３ ）

817

利息の受取

（注２）
71 未 収 入 金 13

(1) １株当たり純資産額 2,667円87銭

(2) １株当たり当期純利益 157円60銭

８．関連当事者との取引に関する注記

子会社等

（取引条件及び取引条件の決定方針等）

（注１）商品の仕入については、市場価格を勘案して価格を決定しております。

（注２）資金の貸付及び利息の受取については、市場金利を勘案して利率を合理的に決定しております。

（注３）関係会社貸付金に対し、当事業年度において47百万円の貸倒引当金繰入額を計上し、貸倒引当金残高は113

百万円となっております。

９．１株当たり情報に関する注記

10．重要な後発事象に関する注記

　該当事項はありません。
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